
■ 今回実施した調査の概要

調査方法 インターネット調査

調査期間 2017年05月17日(水)～2017年05月24日(水）
調査対象者 栃木県に住む20-70代男女 1,000ss

性年代、地域構成比を人口構成比にあわせて回収。

回収数 有効回答数： 1,000件
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「栃木放送」をどのような場所や状況でお聴きになりますか。あてはまるものをすべてお知ら

せください。
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(資料1) 聴取者データ
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「県民みんなの、考えるラジオ！」を聴取された方にお伺いします。本番組についてどう思い

ましたか。

あなたのお気持ちにあてはまるものをひとつだけお知らせください。
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この中にあてはまるものはない

「県民みんなの、考えるラジオ！」を聴取された方にお伺いします。

本番組を聴いてから、紹介されたテーマ「指定廃棄物」について、

あなたが行った行動の内、あてはまるものをすべてお知らせください。
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(資料2) 「指定廃棄物」に関する県民意識
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見聞きしたことがない

今回番組で特集した「指定廃棄物」について、ラジオ以外にこれまでに何で見聞きしました

か。

あなたにあてはまるものをすべてお知らせください。

(n=1000)
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一時保管が続いている状況を早く解決することが望ましい

一時保管の状態では、一時保管者の負担が相当大きい

一時保管の状態では、竜巻などの天災による放射性物質の飛散

が心配だ

県内各地で一時保管されている状態は、栃木全体の風評被害に

つながらないか心配だ

長期管理施設での処理は、候補地周辺の人だけが負う負担が相

当大きい

長期管理施設での処理は、周囲の環境汚染や人への健康影響

が心配だ

栃木県内で生じた指定廃棄物の問題は、栃木県内で解決する必

要がある

指定廃棄物の問題は、一時保管者や長期管理施設の候補地周

辺の人だけでなく、県民全体の問題だ

指定廃棄物の問題に県民一人ひとりが関心を持つことが解決に

つながる

自分も指定廃棄物の問題の解決のために何かしたい

本番組がまとめた以下の文章と説明画像(次ページ参照)をよくご覧いただいた上でお答えく

ださい。

本番組で特集した「指定廃棄物」について、あなたはどのような意見をお持ちですか。

あなたのお気持ちにあてはまるものをひとつずつお知らせください。
とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない



※指定廃棄物とは

福島第一原子力発電所事故によって広い地域に放射性物質が放出されました。

この放射性物質が付着した廃棄物のうち、一定濃度（1キログラムあたり8,000ベクレル）を超え、国による指定を受けたものが

指定廃棄物です。

栃木県では現在、計13,500トンの指定廃棄物が約160箇所に分散して、6年もの間、一時的に保管されています。

今年3月の保管農家の意向調査では、約8割の農家が早期の処理を求めていることがわかりました。

理由として、保管による農作業の妨げや精神的負担が挙げられています。

また、指定廃棄物の量が多い栃木県を含む3つの県では、国が各県内1か所に長期管理施設を設置して、集約して処理する

方向で検討されています。

しかし、長期管理施設での処理に対しては、周囲の環境や住民の健康影響を心配する声もあります。

(参考資料)

出典：放射性物質汚染廃棄物処理サイト(環境省) http://shiteihaiki.env.go.jp/



(資料3) 県民が関心のある他のテーマ
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最後に「県民みんなの、考えるラジオ！」の今後の番組テーマ検討のためのご意見をお聞

かせください。

本番組で特集してほしいと思うテーマについて、あてはまるものをすべてお知らせください。

(n=1000)

＜本リリースに関するお問い合わせ先＞

担当者： 報道制作局長 川島 育郎
〒320-8601 宇都宮市昭和2-2-5
TEL：028-622-1113 Email：crt@crt-radio.co.jp

株式会社 栃木放送

●問い合わせ先から電話番号取る


